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1.会社概要

2.重点項目

※SDGs宣言の詳細は別紙をご参照ください。

旭川市旭神3条4丁目2番9号

代表取締役　本田　和行

会  社  名

所  在  地

代  表  者

北洋銀行（取締役頭取 安田 光春）は、お客さまのSDGsへの取り組みを支援するため「SDGs宣言サ

ポート」を提供しています。今般、株式会社冨貴堂ユーザック様（北海道旭川市、代表取締役 本田

和行様）が本サポートを利用し『SDGs宣言』を策定しましたので、下記のとおりお知らせいたします。

近年、社会的にSDGsへの取り組みに対する関心が高まっており、企業イメージの向上や新たな事業機

会の創出につながることから、多くの企業がSDGsへの取り組みを推進しています。

当行は今後も、北海道の地域金融機関として道内のSDGs促進・普及に貢献するために、お客さまの

SDGsへの取り組みを支援してまいります。

株式会社北洋銀行

記

株式会社冨貴堂ユーザック様の『SDGs宣言』策定を支援しました！

株式会社　冨貴堂ユーザック

2022年11月30日

情報サービス業

　
 北洋銀行グループは、2018 年12 月「北洋 SDGs宣言」 を表明し、地域の持続的成長
 支援と社会的課題の解決に取り組んでおります。なお、SDGsに関連するプレスリリース
 には、該当するSDGsのアイコンを明示しております。
 【SDGs】2015年の国連サミットで採択された、持続可能な世界を実現するための2030年
 までの国際目標。17のゴールと169のターゲットで構成される。

以　上

業      種

北洋銀行グループ経営理念：お客さま本位を徹底し、多様な課題の解決に取り組み、北海道の明日をきりひらく



自由に発言・自己主張できる職場づくり

【具体的な取り組み】

環境への配慮

【具体的な取り組み】

・産業廃棄物の適切な回収、処理の実施 ・ハイブリットカー導入、こまめな消灯による節電への取組

法令順守の徹底

【具体的な取り組み】

・外部人材による勉強会実施と法令、業務知識の向上

地域になくてはならない企業へ

【具体的な取り組み】

SDGｓとは
SDGsとは、Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称で、2015年9月に国連で

採択された2030年までの国際目標。「地球上の誰一人取り残さない」をスローガンに、持続可能な社会の実現

を目指しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と169のターゲットで構成されています。

・地元人材の積極採用 ・小学生向けHP作成体験会実施

・市内の高校生向け出張授業の実施 ・延長雇用制度の導入

・地元製品の積極利用

・コンプライアンス体制の構築

・汚職、贈賄収行為禁止等行動規範の整備

・ITに関するセミナー、イベント情報の発信

・飲酒運転防止に関する取組(アルコールチェック等)

地域に根差した企業として、地元人材の積極採用、地域社会への積極的な関与を通じて、

地域と共に成長できる企業を目指してまいります。

法令順守を徹底し、ICT分野に関し販売からアフターサポートサービスまでお客様に寄り添った

サービス提供を続けていくことで、お客様から信頼される企業を目指してまいります。

・ゴミ分別の徹底 ・環境問題に関する教育研修実施

・プラスチック製品から紙製品への切替実施 ・「北海道グリーン・ビズ認定」の取得、維持

・健康診断の実施、「健康企業宣言」表明 ・働き方改革の推進（労働時間の徹底管理）

・社内ハラスメント防止の教育や周知の実施 ・従業員表彰制度の導入

・ワークライフバランスの推進（育休、産休時短勤務、テレワーク勤務の制度導入）

ハイブリットカーの導入や節電、IT機器関連から排出される産業廃棄物の回収、処分等、

私たちに出来ることを着実に取り組み、地域の豊かな環境保全に貢献してまいります。

2022年11月30日

　株式会社　冨貴堂ユーザック

代表取締役　本田　和行

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（SDGs）」に賛同し、持続可能な社会の実現に向けた積極的な取り組みを行ってまいります。

「お客様と共に学び、共に栄える」をモットーに、地域企業の成長を願い新しい技術・経験などを

積極的に取り入れ、ユニークな発想で仕事を創造していく職場環境作りに努めてまいります。

SDGs宣言

SDGsの達成に向けた取組

株式会社 冨貴堂ユーザック


